
気
候
変
動

若
者
で
会
議

守ろう地球

自分の力で

あ
い
さ
つ

一
番
が
目
標

学
校
の
歩
み

未
来
へ
生
き
抜
く
力

育
む

                     

しずおかWith

２ヵ月に１度 情報発信

夏場指定靴下 選択制に

スラックスはき 男女平等

中田島砂丘で海岸清掃

被災の熱海へ義援金送る

ＳＤＧｓ活動昼に振り返り

個性出して 私服登校

浜松開誠館 中学校・高校

高
橋
千
広
校
長
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グ
ロ
ー
バ
ル
気
候
マ
ー
チ
を
行
う
生
徒
ら
＝
写
真
は
い
ず
れ
も
浜
松
開
誠
館
中
高
提
供

若
者
会
議
で
発
表
す
る
生
徒
ら

私服など、自分の好きな服装で勉強する生徒ら

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
う
生
徒
ら

浜松開誠館中学校・高校
＝浜松市中区で、本社ヘ
リ「まなづる」から

大正１３年　創立者　長谷川鉄雄　誠心

　　　　　高等女学校（４年制）開校

昭和２２年　誠心中学校発足

平成８年　第４代理事長　高林一文就

任

　　１０年　校名を浜松開誠館中学校・

浜松開誠館高等学校に変

更、男女共学化

　　１２年　新校舎棟・アリーナ棟落成

　　１４年　浜松開誠館総合グラウンド

完成

　　１５年　校内グラウンド人工芝完成

　　２３年　総合グラウンド（多目的フ

ィールド）全面人工芝完成

　　２４年　新校舎棟「未来館」落成

　　２５年　校内グラウンド人工芝改

修、陸上競技施設完成

　　２６年　学校法人誠心学園・創立９０

周年記念式挙行

　　２６年　雨天練習場完成

　　２８年　校舎棟にＷｉ－Ｆｉ整備、

ＩＣＴ教育の推進

　　２９年　中学・高校にグローバルコ

ースを新設

　　３０年　浜松開誠館創立２０周年記念

式挙行　

　　３０年　浜松開誠館新校歌発表　　

令和元年　未来館増築棟（ダイヤモン

ドホール）完成

　　２年　アリーナⅡ完成

記事をまとめたのは私たちです。（左上か

ら）坂原星華、山下葵花、赤堀佑奈、三浦颯

也、上島波矢都、（左下から）宮本朋佳、田

口愛理、結城日和、栗田詩土、花島玄真

本
校
は
二
〇
二
四
年
で
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。
創
立
よ
り
「
誠
心
・
敬
愛
」
を
校
訓
と

し
、
人
に
感
謝
す
る
心
、
敬

う
心
、
愛
す
る
心
を
大
切
に

育
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
心
は
、
現
在
も
「
徳
育
」

と
し
て
学
教
教
育
の
柱
と
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
人
生
百
年
時
代
を
生
き
ぬ
く
子
ど
も

た
ち
に
必
要
な
教
育
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
生

徒
た
ち
が
成
人
し
、
活
躍
す
る
時
代
に
、
社
会

は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

え
い

ち

か
。
四
五
年
に
は
「
全
人
類
の
叡
智
を
結
集
し

て
も
一
つ
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
勝
て
な

い
」
と
い
わ
れ
る
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
起
こ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
世
界
を
変
え

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
あ
る
仕
事
の

多
く
が
な
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
概
念
が
一
番
必
要
で
こ
の
中
で
生
き
て

い
く
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
、
子
ど

も
た
ち
で
す
。
一
二
年
に
中
学
生
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
四
十
歳
代
で
す
。
要
す
る
に
、
働
き

盛
り
で
「
よ
し
こ
れ
か
ら
や
る
ぞ
」
と
い
う

時
、
こ
の
よ
う
な
未
来
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

で
す
か
ら
、
今
の
教
育
に
は
大
き
な
責
任
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
未
来
に
備
え
て

今
か
ら
教
育
現
場
で
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、
生
き
ぬ
い
て
い
け
る
育
み
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
。

浜
松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、
高
林

一
文
理
事
長
の
教
育
方
針
「
未
来
を
育
む
教

育
」
を
実
践
い
た
し
ま
す
。

高
校
２
年
・
花
島
玄
真

私
た
ち
浜
松
開
誠
館
は
毎
週
、
中
学
生
徒
会
が
火
曜

日
、
高
校
生
徒
会
が
水
曜
日
に
、
朝
八
時
か
ら
十
五
分

間
、
校
門
の
前
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

校
は
立
ち
止
ま
り
あ
い
さ
つ
を
実
践
し
て
お
り
、
あ
い
さ

つ
Ｎ
ｏ
．
１
の
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
っ
と
も

基
本
的
な
事
で
あ
り
、
人
の
印
象
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
生
徒
会
が
先
頭
に
立
ち
、

率
先
し
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、
全
校
生
徒
の
模
範

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高校２年・栗田詩土

学校生活をより充実したものにするために、毎週

水曜日のお昼休みにランチミーティングを行ってい

ます。校則の見直しやＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）など多くの活動を生徒会で担当しているため、

ミーティングで計画や振り返りをしています。

また、生徒会役員は任期が１年と決められている

ため、今までの先輩方の伝統を受け継ぎ、よりよい

学校づくりに貢献していきます。

高
校
３
年
・
山
下
葵
花

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

抜
く
上
で
、
お
互
い
が
個
性
を
認
め
、
理

解
し
合
い
、
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
輩
方
が
こ
れ
ま

で
に
私
服
登
校
を
提
案
し
て
い
た
こ
と
に

着
目
し
、
月
一
回
、
登
校
時
の
服
装
を
選

択
で
き
る
日
「
Ｃ
ａ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｄ
ａ

ｙ
」
を
設
け
ま
し
た
。

現
在
二
回
を
終
え
ま
し
た
が
、
自
己
肯

定
感
を
高
め
た
り
、
自
由
に
は
責
任
を
伴

う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
り
と
、
充
実
し

た
活
動
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
少

し
ず
つ
で
も
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高校２年・田口愛理

５月９日に浜松市の中田島砂丘で行われたウェル

カメクリーン作戦に生徒会役員として参加しまし

た。海にはたくさんのゴミが落ちており、日頃ニュ

ースで耳にする環境破壊をより身近に感じました。

限られた時間の中で他校の生徒と協力をし、多く

のゴミを回収することができました。海や砂浜がき

れいになった景色を見て、今後も環境保全活動に継

続して参加しようと感じました。

高
校
３
年
・
三
浦
颯
也

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
気
候
変

動
を
訴
え
未
来
を
守
る
活
動
と
し

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
気
候
マ
ー
チ
」

を
こ
れ
ま
で
に
四
回
行
っ
て
き
ま

し
た
。
街
頭
や
オ
ン
ラ
イ
ン
、
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を

通
し
て
多
く
の
人
に
意
見
を
発
信

し
た
り
、
浜
松
市
長
や
静
岡
県
知

事
へ
要
望
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
方
に
環
境
問
題
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
気
候
マ
ー
チ
を
通
し
て
意

見
を
主
体
的
に
述
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
た
め
、
今
後
も
私

た
ち
若
者
か
ら
未
来
を
守
る
行
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

高
校
３
年
・
上
島
波
矢
都

令
和
二
年
十
一
月
三
日
浜
松
開
誠
館

に
て
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
温
暖
化
若
者
会
議
２

０
２
０
」
が
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は

浜
松
市
内
三
校
が
参
加
し
、
各
校
が
行

っ
て
き
た
活
動
の
共
有
や
地
球
温
暖
化

対
策
の
問
題
点
・
疑
問
点
に
つ
い
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

他
校
生
徒
と
の
交
流
を
通
じ
、
温
暖

化
問
題
に
関
し
て
視
野
が
広
が
り
有
意

義
な
も
の
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

高校２年・宮本朋佳

私たちの学校では、２カ月に１回、ＳＣＰＲとい

う生徒会活動報告書が発行されています。掲載内容

は、生徒会が取り組んでいることだけでなく、生徒

会メンバーからのメッセージやクラス、個人で行っ

ているＳＤＧｓ活動の紹介など、さまざまなことを

取り上げています。

生徒会やクラス、個人で行っている活動を、全校

生徒に伝達する機会が少なかったため、ＳＣＰＲを

利用して情報共有をしています。

作成したＳＣＰＲは、紙資源削減のために「Ｃｌ

ａｓｓｉ」というアプリを利用して配信し、時間や場

所を問わず情報の共有が可能になりました。これか

らも全校生徒のためになる情報を掲載し続けます。

高校２年・結城日和

熱海市で７月３日、大規模な土石流が起き、およそ

１３０棟の住宅が甚大な被害を受けました。この災害

で被災された方々を支援するため、浜松開誠館中学

校・高等学校として義援金を送ることにしました。

短い期間でしたが、委員会と協力して約６万円を

集め、浜松市役所へ届けることができました。先生

方、生徒の皆さん、ご協力ありがとうございました。

▽住所 浜松市中区松城町２０７の２

▽生徒数 中学２２１人、高校７９５人

▽題字 松尾美空（高校２年）

高校３年・赤堀佑奈

校則見直しの第一歩として生徒からの意見が多か

った、女子生徒の指定ソックス選択化を取り上げま

した。夏場、膝元まである靴下をはいていると、暑

い・蒸れるといった声が一般生徒から多く上がり、

夏場だけでも靴下を選択化できないかと生徒会で検

討を重ねてきました。

そして校長先生や多くの先生方の力を借りて、指

定ソックスの選択化を実現させました。校則検討プ

ロジェクトも立ち上げることができたため、今後も

生徒がよりよい学校生活を過ごせるよう考えていき

たいです。

高校３年・坂原星華

「全校生徒が快適な生活をおくれるようにした

い」そんな思いから、防寒・防犯の観点、そしてＳ

ＤＧｓ５番「ジェンダー平等を実現しよう」の項目

を元に取り組みました。実際にスラックスをはいて

きてくれる人は少数しかいませんが、選択肢の幅が

広がったことは大きいと自分の中で感じています。

今回は、女子生徒に限定した活動でした。ＳＤＧ

ｓ５番は、男女の平等を掲げています。だからこ

そ、生徒の意見を今後の生徒会活動に積極的に取り

入れ、風通しの良い学校、男女平等に少しでも近づ

けるような活動をしていきたいです。


